
偏波によりビーム方向が異なるリフレクトアレーアンテナの
1層化の検討

One layer of reflectarray antenna changing beam direction by polarization
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1 まえがき
リフレクトアレーは共振素子を用いることで反射位
相を制御し，球面波を平面波に補正している [1]．これ
らの機能を応用したマルチビーム方式では偏波と周波
数によってビーム方向を変化させることで，少ない鏡面
でサービスエリアをカバーする方式が提案されている
[2][4]．
　本報告では，前回の報告 [3]の改良として 1層で独立
した位相制御を可能とする素子の再検討を行った．

2 素子設計
図 1に設計モデルと素子のイメージを示す．前回の報
告 [3]で各偏波 360 °の位相領域をカバーでき、独立し
た位相制御が可能であることが示された．本報告では，
前回の報告と同等の性能で 2 層から 1 層にするための
素子の検討を行った．また、今回はKu帯のある周波数
f を設計周波数としており，誘電体基板厚 tを 0.1274λ，
誘電体の比誘電率 ϵr を 2.59，正接損失 tanδ を 0.0028

としてしている．図 1より，共振素子間隔 PX，PY は
0.4102λ，素子長 lA1，lB1 は 0.0039λ～0.3943λ まで変
化し，足りない反射位相を素子長 lA2，lB2が 0.0039λ～
0.3266λでカバーしている素子と 3本の総素子長で反射
位相を制御するモデルとなっている．また，今回は同じ
層に H偏波、V偏波の位相を制御する素子を配置した．
3本線の間隔は三本線の端の線の真ん中から中央の線の
真ん中までの長さを 0.0328λとした。

図 1 素子のイメージ

3 解析結果
V偏波の素子の素子長 ℓAを 1.0476λに固定し，H 偏
波の総素子長 ℓBを 0.0039λ～1.0476λ変化させたときの

解析結果を図 2に，同様に ℓB=1.0476λに固定し，ℓAを
0.02～1.0476λ変化させたときの解析結果を図 3に示す．
両偏波とも 360 °の位相領域をカバーしていることが確
認できる．V 偏波はH 偏波の素子長 ℓB を 1.0476λまで
変化させる間に約 19.052 °の位相変化， H 偏波はV 偏
波の素子長 ℓAを 1.0476λまで変化させる間に約 20.829

°の位相変化のみとなっていることから，素子間干渉が
改善され，互いの素子は独立して位相制御が可能である
ことが示された．

図 2 H偏波の反射位相特性

図 3 V偏波の反射位相特性

4 むすび
1層の鏡面に各偏波の素子を重ならないように設計し，
３本の線素子の総素子長で，360 °の位相領域をカバー
し，かつ，独立した位相制御を実現した．
　今後は，検討した素子をリフレクトアレーに適用した
試作及び測定を行い，有効性を検証する．
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